





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































申に加えて、特色 GP を教育 GP などの実践を
通じて膨大な量のアウトプットが公表されてい
ますので、そういったものをご覧頂くと色々な
ことがわかりますし、それぞれの大学に大学院
に特化したような高等教育センターがありまし
て、色々な情報を非常にアクティブに集めてお
られると思います。ですから、そういうところ
に行かれますと、資料がかなり収集されている
と思いますので、是非ご参照頂きたいと思いま
す。
●私たちは大学教員として採用された時点で、
研究についてはある程度質が保証されていると
見ることが出来ますが、教育者ということでは
完全に素人ということになるかと思います。先
生のお話は大学教育そのものを変えるというご
指摘であったと思いますが、今後の大学教育の
改革を考えた時に、今のようにずぶの素人で採
用しておいて、入ってから教えていくというよ
うにやっていくのか、それとも採用の時点で教
育についても専門的な指導を受けておくべきな
のか、その辺りを先生はどのようにお考えです
か？
○（山本先生）そうですね、これはやっぱり大
学の性格によって違うんですよね。大学の経営
の観点から言うと、研究中心大学でいこうとす
る場合、優れた研究者がいないと困るでしょう
し、もっと教育を重視してやろうと思うと、そ
こで仕事をする教員に教育的な能力が必要なこ
とは当然ですよね。ですからその意味で言う
と、大学で重点の置き方は違いますが、やがて
大学教授法というものが今よりも一般的なもの
になるんじゃないかと思います。まさにそれこ
そ「Faculty Development」で、２０年前で FD
と言うと「コンピューターのフロッピーディス
クか」と言われました。でも今は「フロッピー
ディスク」というと「それ何ですか」と訊かれ
るぐらい、この２０年の間に大きな変化があるわ
けですね。だから、教育を重視するという大学
では、必然的に教育に長けた人を採用し、現在
いる人を訓練しなおすという動きはこれから当
然増えてくるので、そういう意味では、色々な
大学に置かれている大学教育センターのような
ところは、昔は国の制度とか日本の大学教育改
革などの状況などの情報収集をしていたんです
けれども、段々ともう少し具体的な、教員の教
育能力の向上のための研究とか実践ですね、こ
ちらの方に移っていくんじゃないかと思います
ね。是非、我々はそういう点を注目ながら努力
していきたいと考えております。
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